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※１ 実質収支は、歳入から歳出と翌年度繰越財源を引いたものです。
※２ 単年度収支は、実質収支から前年度実質収支を引いたものです。
※３ 純利益は、収益的収入から収益的支出を引いたものです。また、純利益、前年度純利益の

マイナス（▲）は純損失です。

平成 年度の

事務事業を

慎重に審査

区 分 歳 入 歳 出
翌 年 度
繰越財源

※１

実質収支
前 年 度
実質収支

※２

単年度収支

０ ▲

０ ０ ０ ０

０ ▲ ▲

０ ０ ▲

０ ▲

０

０

区 分 収益的収入 収益的支出
※３

純 利 益
※３

前年度純利益

▲ ▲

（単位：千円）

本
特
別
委
員
会
で
は
、
５

日
間
に
わ
た
り
各
委
員
か
ら

熱
心
な
質
疑
が
行
わ
れ
、
多

く
の
有
意
義
な
意
見
や
提
言

が
な
さ
れ
ま
し
た
。

こ
う
し
た
数
々
の
意
見
や

提
言
を
踏
ま
え
る
と
と
も
に
、

今
後
も
さ
ら
に
安
定
し
た
財

政
基
盤
の
確
立
に
努
め
る
よ

う
、
本
市
に
強
く
要
望
し
ま

す
。

◆

◆

∧
委
員
長
の
主
な
経
歴
∨

平
成

年
初
当
選
、
現
在

３
期
目
、
連
合
市
民
の
会
所

属
、

歳
、
第

代
議
長
、

監
査
委
員
等
を
歴
任
。

効
果
的
な
行
政
運
営
で

財
政
健
全
性
の
確
保
を

勝
山
武
彦

分
林
義
一

堤

幸
子

大
橋
智
洋

年
度
の
一
般
会
計
と
各
特

別
会
計
を
合
わ
せ
た
決
算
は
、

実
質
・
単
年
度
収
支
と
も
に
黒

字
と
な
っ
た
。一
般
会
計
で
は
、

歳
入
で
、市
税
の
ほ
か
、府
支
出

金
や
臨
時
財
政
対
策
債
等
が
増

加
し
た
。歳
出
で
は
、扶
助
費
等

が
増
加
し
た
が
、
公
有
財
産
購

入
等
の
減
少
で
前
年
よ
り
下
回

り
、

年
度
は
赤
字
で
あ
っ
た

単
年
度
収
支
は
黒
字
と
な
っ
た
。

今
後
、
生
産
年
齢
人
口
の
減

少
な
ど
に
よ
り
、
市
税
収
入
の

大
き
な
増
加
は
見
込
め
な
い
。

一
方
で
、
社
会
保
障
経
費
の
増

大
に
加
え
、
総
合
文
化
施
設
整

備
事
業
等
が
進
む
中
、
新
庁
舎

整
備
を
含
め
た
市
駅
周
辺
再
整

備
事
業
な
ど
多
大
な
財
政
負
担

が
見
込
ま
れ
、
今
ま
で
以
上
に

収
支
の
均
衡
を
意
識
し
た
財
政

運
営
が
求
め
ら
れ
る
。
将
来
に

わ
た
っ
て
健
全
な
財
政
運
営
を

維
持
す
る
た
め
、
新
行
政
改
革

実
施
プ
ラ
ン
に
沿
っ
た
さ
ら
な

る
行
政
改
革
の
推
進

市
有
財

産
等
の
積
極
的
な
活
用

使
用

料
手
数
料
の
設
定
基
準
に
基
づ

く
見
直
し

公
共
施
設
の
改
修

等
の
計
画
的
な
推
進

経
済
情

勢
の
急
激
な
変
化
等
に
備
え
た

財
政
調
整
基
金
等
へ
の
計
画
的

な
積
み
立
て
な
ど
を
要
望
す
る
。

育
に
関
す
る
市
長
公
約
の
先
送

り

市
民
負
担
増
を
求
め
る
新

行
政
改
革
実
施
プ
ラ
ン
の
推
進

過
度
な
市
民
負
担
を
伴
う
来

庁
者
駐
車
場
の
有
料
化

市
税

徴
収
等
に
伴
う
差
し
押
さ
え
の

急
増

不
十
分
な
待
機
児
童
対

策

課
題
の
多
い
高
齢
者
外
出

支
援
カ
ー
ド
配
付
事
業
の
廃
止

に
伴
う
経
過
措
置

効
果
検
証

が
不
十
分
な
ま
ま
の
生
涯
学
習

施
設
・
図
書
館
の
複
合
施
設
へ

の
指
定
管
理
者
制
度
導
入
等
は

問
題
で
あ
り
、
一
般
会
計
の
決

算
認
定
に
反
対
す
る
。

ま
た
、

保
険
料
軽
減
に
向

け
、
一
般
会
計
か
ら
の
当
初
繰

り
入
れ
を
行
わ
な
か
っ
た
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計

制
度
自

体
に
問
題
が
あ
る
だ
け
で
な
く
、

特
例
軽
減
の
見
直
し
で
負
担
増

が
懸
念
さ
れ
る
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計

紹
介
状
の
な
い

患
者
の
初
診
料
加
算
金
を
引
き

上
げ
た
病
院
事
業
会
計
の
決
算

認
定
に
反
対
し
、
そ
の
他
の
会

計
の
決
算
認
定
等
に
賛
成
す
る
。

安
定
し
た
財
政
運
営
を
求
め

全
会
計
の
認
定
等
に
賛
成

田
口
議
員

一
部
の
特
別
・

企
業
会
計
で
赤
字
を
計
上
し
た

が
、
総
合
的
に
見
て
、
す
べ
て

の
決
算
認
定
等
に
賛
成
す
る
。

し
か
し
、
将
来
に
わ
た
り
安

定
し
た
財
政
運
営
を
維
持
す
る

た
め
、

行
財
政
改
革
の
推
進

地
方
債
残
高
の
抑
制

市
税

等
の
債
権
に
関
す
る
未
収
金
の

圧
縮

自
主
財
源
確
保
策
の
研

究

基
金
の
有
効
活
用
等
を
求

め
る
。

ま
た
、
個
別
の
施
策
に
つ
い

て
は
、

大
阪
北
部
地
震
等
の

経
験
を
生
か
し
た
地
域
防
災
計

画
の
見
直
し

新
庁
舎
を
含
め

市
駅
周
辺
再
整
備
に
お
け
る
施

設
配
置
等
の
検
討

定
住
促
進

に
向
け
た
効
果
的
な
シ
テ
ィ
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進

留
守

家
庭
児
童
会
室
と
放
課
後
子
ど

も
教
室
の
一
体
運
営
と
あ
わ
せ

た
民
間
活
力
の
活
用
に
よ
る
効

率
的
な
運
営

児
童
・
生
徒
の

学
力
向
上
に
つ
な
が
る
読
書
活

動
の
推
進

病
院
事
業
会
計
の

赤
字
解
消
に
向
け
た
抜
本
的
な

経
営
改
革
等
を
求
め
る
。

市
民
負
担
増
に
つ
な
が
る

４
会
計
の
認
定
に
反
対

広
瀬
議
員

子
育
て
・
教

岩
本
議
員

中
学
校
給
食

の
調
理
委
託
料
は
、
食
数
に

よ
る
変
動
費
部
分
が
少
な
く
、

固
定
費
部
分
が
大
き
い
た
め
、

効
率
的
な
運
用
に
は
、
よ
り

高
い
喫
食
率
が
必
要
と
考
え

る
が
、
学
校
間
の
差
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

な
お
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結

果
を
も
と
に
、
学
校
ご
と
に

細
や
か
な
対
応
を
要
望
す
る
。

亀
野
お
い
し
い
給
食
課
長

友
人
の
影
響
が
大
き
い
と

の
声
を
聞
く
た
め
、
学
校
や

教
室
で
給
食
を
選
び
や
す
い

状
況
を
整
え
る
こ
と
が
喫
食

率
の
向
上
に
つ
な
が
る
と
考

え
る
。
引
き
続
き
学
校
や
保

護
者
と
連
携
し
、
全
体
的
な

喫
食
率
の
向
上
に
取
り
組
む
。

社
会
的
ニ
ー
ズ
に
応
じ

市 立
ひらかた病院
医
療
体
制
の
変
更
を

岩
本
議
員

年
度
に

億
円
近
い
純
損
失
を
計
上
す

る
な
ど
、
市
立
ひ
ら
か
た
病

院
の
経
営
状
況
は
厳
し
い
が
、

医
業
収
支
の
改
善
に
ど
の
よ

う
に
取
り
組
ん
だ
の
か
。

な
お
、経
営
改
善
に
向
け
、

急
性
期
医
療
の
み
か
ら
、
社

会
的
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
医
療

体
制
へ
の
変
更
を
要
望
す
る
。

山
本
経
営
企
画
課
長

緊

急
経
営
改
善
チ
ー
ム
を
新
設

し
、
診
療
内
容
や
入
院
期
間

の
適
正
化
を
図
り
、
収
益
確

保
に
努
め
た
。
ま
た
、
救
急

搬
送
患
者
の
積
極
的
な
受
け

入
れ
や
紹
介
患
者
の
獲
得
に

努
め
、
現
在
、
外
部
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
と
医
業
収
支
の
改

善
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

行
政
民
間
と
連
携
し

ひらかた観光
ステーション
観
光
施
策
の
推
進
を

岩
本
議
員

年
度
以
降
、

ひ
ら
か
た
観
光
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の
来
場
者
数
は
横
ば
い
で
、

市
駅
改
札
前
の
好
立
地
を
生

か
し
切
れ
て
い
な
い
。今
後
、

観
光
情
報
の
発
信
と
い
う
点

で
、
同
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
ど

の
よ
う
に
活
用
す
る
の
か
。

な
お
、
運
営
す
る
枚
方
文

化
観
光
協
会
が
観
光
の
最
先

端
を
走
り
、
行
政
・
民
間
事

業
者
と
連
携
を
深
め
、
施
策

を
推
進
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

今
市
産
業
文
化
政
策
課
長

多
様
化
す
る
観
光
形
態
へ

の
対
応
が
求
め
ら
れ
る
た
め
、

今
後
、
観
光
関
連
デ
ー
タ
の

収
集
と
分
析
に
努
め
、
同
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
で
の
情
報
発
信

の
あ
り
方
を
見
直
し
て
い
く
。

工
藤
議
員

京
阪
本
線
連

続
立
体
交
差
事
業
で
、
予
算

額
と
決
算
額
に
大
き
な
差
が

あ
る
の
は
、
事
業
主
体
で
あ

る
府
か
ら
の
予
算
配
分
が
当

初
予
算
額
よ
り
も
低
か
っ
た

た
め
と
い
う
が
、
同
事
業
に

対
す
る
地
域
の
関
心
が
高
ま

っ
て
い
る
と
感
じ
て
お
り
、

年
度
の
進
捗
状
況
を
聞
く
。

な
お
、
事
業
予
算
の
確
保

に
向
け
、
国
・
府
へ
の
積
極

的
な
働
き
か
け
を
要
望
す
る
。

猫
島
連
続
立
体
交
差
推
進

室
課
長

年
度
に
は
５
２

７
３
平
方

の
事
業
用
地
を

取
得
し
、
進
捗
率
は

％
で

あ
る
。
引
き
続
き
、
権
利
者

に
丁
寧
な
説
明
を
行
い
な
が

ら
、用
地
取
得
に
取
り
組
む
。

国
庫
補
助
金
の
減
額
で

道
路
整
備
へ
の
影
響
は

工
藤
議
員

道
路
拡
幅
・

改
良
事
業
や
都
市
計
画
道
路

整
備
事
業
で
は
、

年
度
は

財
源
と
し
て
い
る
国
庫
補
助

金
が
減
額
さ
れ
た
た
め
、
歳

入
に
見
合
っ
た
予
算
執
行
を

行
っ
た
と
い
う
。
事
業
費
の

減
額
に
伴
い
、
両
事
業
の
進

捗
に
影
響
が
あ
っ
た
と
考
え

る
が
、
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

北
尾
道
路
河
川
整
備
課
長

市
内
の
道
路
事
業
に
つ
い

て
は
、
近
年
の
国
庫
補
助
金

の
状
況
や
本
市
の
財
政
状
況
、

事
業
の
選
択
と
集
中
の
観
点

等
を
総
合
的
に
勘
案
し
た
上

で
、
適
切
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

で
各
事
業
を
着
実
に
進
め
る
。

効
率
的
な
財
源
確
保
で

道
路
整
備
の
推
進
を

工
藤
議
員

年
度
の
主

要
道
路
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
整
備

事
業
で
、
予
算
額
と
決
算
額

に
差
が
生
じ
た
理
由
を
聞
く
。

な
お
、
市
内
の
道
路
で
は

舗
装
の
劣
化
が
進
ん
で
い
る

た
め
、
今
後
も
国
・
府
の
動

向
を
見
定
め
て
、
よ
り
効
率

的
に
財
源
を
確
保
し
、
道
路

整
備
事
業
の
さ
ら
な
る
推
進

に
取
り
組
む
よ
う
要
望
す
る
。

明
石
み
ち
・
み
ど
り
室
課

長

当
初
予
算
と
し
て
４
路

線
を
計
上
し
て
い
た
が
、
実

施
に
当
た
っ
て
は
、
国
庫
補

助
金
の
額
に
見
合
っ
た
事
業

と
し
て
お
り
、
現
地
の
状
況

か
ら
、
緊
急
性
の
高
い
牧
野

長
尾
線
と
楠
葉
中
央
線
の
２

路
線
で
整
備
を
実
施
し
た
こ

と
に
よ
り
、差
額
が
生
じ
た
。

大
森
議
員

年
度
は
新

た
に
４
人
が
市＊
８

民
後
見
人
に

登
録
し
、
現
在
の
登
録
者
は

人
と
い
う
。
無
報
酬
で
重

い
責
任
を
担
う
た
め
、
行
政

が
そ
の
活
動
を
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
が
、支
援
の
体
制
を
聞
く
。

な
お
、
超
高
齢
化
の
進
展

に
伴
い
、
今
後
、
間
違
い
な

く
ニ
ー
ズ
が
増
え
る
た
め
、

支
援
の
充
実
を
要
望
す
る
。

矢
野
地
域
包
括
ケ
ア
推
進

課
長

本
市
で
は
市
民
後
見

人
が
選
任
さ
れ
た
案
件
は
な

く
、
実
際
の
活
動
に
は
至
っ

て
い
な
い
。
今
後
、
積
極
的

に
家
庭
裁
判
所
に
推
せ
ん
し
、

活
動
開
始
後
は
、府
や
法
律

福
祉
の
専
門
職
団
体
等
と
連

携
し
、
適
切
に
支
援
す
る
。

担
当
課
の
枠
を
超
え
て

就労準備
支援事業
一
貫
し
た
取
り
組
み
を

大
森
議
員

就＊
９

労
準
備
支

援
事
業
の
具
体
的
な
支
援
内

容
と

年
度
の
実
績
を
聞
く
。

な
お
、
例
え
ば
、
子
ど
も

若
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
と

連
携
し
、
外
出
に
自
信
が
持

て
な
い
人
の
と
こ
ろ
へ
も
積

極
的
に
訪
問
し
て
自
立
支
援

の
窓
口
に
つ
な
げ
、
就
労
に

結
び
つ
け
る
な
ど
、
担
当
課

の
枠
を
超
え
て
、
一
貫
し
た

取
り
組
み
を
要
望
す
る
。

松
岡
生
活
福
祉
室
課
長

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や
面
接
練

習
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
な

ど
、
実
体
験
を
含
む
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
を
取
り
入
れ
て
お
り
、

年
度
以
前
か
ら
の
利
用
者

６
名
を
含
む

名
の
う
ち
、

３
名
が
就
労
に
結
び
つ
い
た
。

を
活
用
し
た

い
じ
め
相
談
の
実
施
を

大
森
議
員

学
校
園
に
お

け
る
い
じ
め
問
題
へ
の
対
応

に
は
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
等
の
専
門
職
の
活

用
が
有
効
と
考
え
る
が
、

年
度
の
活
用
実
績
を
聞
く
。

な
お
、
自
分
か
ら
助
け
を

求
め
に
く
い
子
ど
も
の
た
め
、

以
前
か
ら
要
望
し
て
い
た

に
よ
る
い
じ
め
相
談
の

早
急
な
実
施
を
要
望
す
る
。

吉
本
児
童
生
徒
支
援
室
課

長

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
の
配
置
校
で
は
、

校
内
の
い
じ
め
防
止
対
策
委

員
会
の
構
成
員
と
し
て
、
専

門
的
な
見
地
か
ら
助
言
を
受

け
る
な
ど
、
い
じ
め
問
題
の

解
決
に
取
り
組
ん
だ
。

野
口
議
員

年
度
に
お

け
る
国
民
健
康
保
険
窓
口
の

待
ち
時
間
は
最
大
２
５
８
分

で
あ
っ
た
。
そ
の
際
、
さ
ら

に
用
務
が
終
了
す
る
ま
で
平

均

分
が
必
要
と
な
る
た
め
、

計
２
８
８
分
と
な
る
が
、
そ

の
場
合
の
駐
車
料
金
を
聞
く
。

な
お
、
市
役
所
全
体
の
待

ち
時
間
を
調
査
す
る
と
と
も

に
、
用
務
の
た
め
の
駐
車
場

利
用
に
つ
い
て
は
原
則
無
料

と
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

根
本
総
務
管
理
課
長

仮

に
窓
口
の
混
雑
で
２
８
８
分

を
要
し
た
場
合
は
、

分
の

無
料
処
理
を
行
う
た
め
、
超

過
時
間
は
１
９
８
分
と
な
る
。

そ
の
場
合
の
駐
車
料
金
は
、

開
庁
時
間
帯
で
は

分
ご
と

に
１
０
０
円
で
あ
る
た
め
、

２
０
０
０
円
と
な
る
。

頻
繁
な
人
事
異
動
の
中
で

説
明
責
任
を
果
た
せ
る
か

野
口
議
員

本
市
の
人
材

育
成
基
本
方
針
で
は
、
め
ざ

す
べ
き
職
員
像
と
し
て
、
高

度
な
知
識
を
持
ち
、
市
民
へ

の
説
明
責
任
を
果
た
せ
る
職

員
を
掲
げ
る
が
、

年
４
月

１
日
の
定
期
人
事
異
動
に
お

け
る
平
均
在
課
年
数
は
、
入

職

年
目
ま
で
が
３
・
３
年
、

そ
れ
以
外
の
課
長
代
理
ま
で

が
４
・
１
年
と
い
う
状
況
で
、

説
明
責
任
が
果
た
せ
る
の
か
。

岡
川
人
事
課
長

配
属
何

年
目
で
あ
っ
て
も
責
任
を
持

っ
て
対
応
す
べ
き
で
あ
り
、

職
場
研
修
や
自
己
研
さ
ん
等

に
努
め
る
こ
と
で
、
組
織
と

し
て
も
、
個
人
と
し
て
も
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
つ
な

げ
る
べ
き
と
考
え
る
。

低
所
得
者
に
対
す
る

介護保険料

減
免
制
度
の
拡
充
を

野
口
議
員

介
護
保
険
料

を
１
年
以
上
滞
納
し
て
い
る

人
と
、
そ
の
う
ち
最
も
所
得

の
低
い
第
１
段
階
の
所
得
段

階
区
分
の
人
の
数
を
聞
く
。

な
お
、
介
護
保
険
料
を
２

年
以
上
滞
納
す
る
と
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
負
担
割
合
が
３

割
と
な
る
。

年
度
は
、
こ

う
し
た
給
付
制
限
を
受
け
た

人
の
約
４
割
が
第
１
段
階
で

あ
り
、
こ
の
段
階
の
減
免
制

度
の
拡
充
を
要
望
す
る
。

山
本
介
護
保
険
課
長

介

護
保
険
料
を
１
年
以
上
滞
納

し
て
い
る
人
は
直
近
で
２
０

５
０
人
、
そ
の
う
ち
第
１
段

階
の
人
は
８
５
９
人
で
あ
る
。

田
口
議
員

年
度
は
障

害
者
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
創

設
等
に
補
助
金
を
支
出
し
た

と
い
う
が
、
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
に
携
わ
る
人
材
の
不
足

は
全
国
的
な
課
題
で
あ
る
た

め
、市
の
取
り
組
み
を
聞
く
。

な
お
、
最
重
度
の
障
害
者

を
受
け
入
れ
る
施
設
は
限
ら

れ
て
い
る
た
め
、
そ
の
居
場

所
づ
く
り
に
積
極
的
に
取
り

組
む
よ
う
要
望
す
る
。

竹
内
障
害
福
祉
室
課
長

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
携
わ

る
人
材
の
不
足
に
つ
い
て
は
、

市
と
し
て
も
認
識
し
て
お
り
、

市
自
立
支
援
協
議
会
と
協
力

し
、
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
や
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
世
話
人
の
養

成
研
修
等
を
実
施
し
て
い
る
。

エ
フ
エ
ム
ひ
ら
か
た
へ
の

委
託
料
支
出
の
見
直
し
を

田
口
議
員

エ
フ
エ
ム
ひ

ら
か
た
へ
の
放
送
委
託
料
は
、

年
度
で
５
０
０
０
万
円
を

超
え
る
。
こ
れ
だ
け
の
予
算

を
投
入
し
て
も
、
市
内
で
は

聞
こ
え
に
く
い
と
の
声
が
あ

り
、
こ
れ
ま
で
も
改
善
を
求

め
て
き
た
が
、対
策
を
聞
く
。

な
お
、
厳
し
い
財
政
難
の

中
、
こ
れ
以
上
、
同
社
に
委

託
料
を
支
出
す
べ
き
で
な
い

と
意
見
し
て
お
く
。

野
田
広
報
課
長

年
度

に
市
内
全
域
を
調
査
し
た
結

果
、
一
部
、
携
帯
ラ
ジ
オ
で

は
聞
き
取
り
に
く
い
箇
所
が

あ
っ
た
と
報
告
を
受
け
た
。

市
と
し
て
は
、
広
報
紙
等
を

通
じ
、
電
波
の
影
響
を
受
け

な
い
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ラ
ジ

オ
の

に
努
め
て
い
る
。

避
難
所
へ
の
発
電
機
設
置

国
の
補
助
制
度
の
活
用
を

田
口
議
員

避
難
所
の
停

電
対
策
と
し
て
、
発
電
機
を

配
備
し
て
お
り
、
そ
の
燃
料

は
軽
油
と
い
う
が
、
災
害
時

に
調
達
が
困
難
に
な
る
こ
と

が
懸
念
さ
れ
る
。
調
達
先
の

確
保
は
で
き
て
い
る
の
か
。

な
お
、
燃
料
が
異
な
る
複

数
タ
イ
プ
の
発
電
機
の
導
入

に
当
た
り
、
国
の
補
助
制
度

の
活
用
に
向
け
、
情
報
収
集

等
を
行
う
よ
う
要
望
す
る
。

青
木
危
機
管
理
室
課
長

市
内
で
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド

を
経
営
す
る
事
業
者
と
災
害

時
応
援
協
定
を
締
結
し
て
お

り
、
軽
油
を
含
め
、
ガ
ソ
リ

ン
等
の
燃
料
の
供
給
を
必
要

に
応
じ
て
依
頼
す
る
。

さ
ら
に
安
定
し
た

財
政
基
盤
の
確
立
を

決
算
特
別
委
員
長

福ふ
く

留ど
め

利と
し

光み
つ

中学校給食の様子
（写真は第四中学校）

生活支援員による障害
福祉サービスの様子

生活困窮者の自立相談支援窓口
を紹介するパンフレット

本庁舎の来庁者用駐車場

京阪本線連続立体交差事業実施
後のイメージ（写真は走谷１・
２丁目、北中振１丁目付近）

枚 方 市 議 会 報第 号 年（平成 年） 月 日

＊１ 新地方公会計制度 現状の会計処理では見えに
くい資産負債等のストック情報や行政サービスにかか
るコスト情報を複式簿記、発生主義の導入により補完
しようとする会計処理のこと。
原則として 年度までに、すべての地方公共団体で、

団体間での比較可能性を確保した、統一的な基準によ
る財務書類を整備するよう、国からの要請がある。
＊２ 財政調整基金 地方公共団体が財源に余裕のあ
る年度に積み立てをすることで、年度によって生じる財
源の不均衡を調整する基金のこと。災害の発生等、不測
の事態による支出・減収を埋めるときや緊急性の高い
大規模な建設事業の経費等に充てることにしている。
＊３ 高齢者居場所づくり事業 高齢者が住みなれた
地域の中で、健康でいきいきとした暮らしができるよ
うに、自由に集まり、交流することができる場所をつ
くるため、実施場所の登録を行うとともに、実施場所
の改修費用や備品等の購入費用を補助金として交付す
る事業のこと。
＊４ 街かどデイハウス事業 高齢者等が住みなれた
地域でいつまでも自立した日常生活を続けられるよう、

地域の既存施設を活用して、住民参加によるきめ細か
な生活支援を行う事業のこと。健康チェック、レクリ
エーション、創作活動等のさまざまなメニューを組み
合わせたサービスを提供している。
＊５ 放課後子ども教室 小学校の余裕教室等を活用
することによって、放課後を安全・安心に過ごし、児
童が自主的に、また多様な活動等を行うことができる
取り組みのこと。 年度は、モデル事業として、小学
校４校で期間を限定し、試行的に実施している。
＊６ 学習環境整備 事業 民間の資金、技術力
や創意工夫を活用する 方式により、学校園の普
通教室や特別教室等に空調設備を一斉に整備し、あわ
せて、その維持管理等を行う取り組みのこと。 年６
月に事業契約を締結し、契約期間は 年度まで。契約
期間中の空調設備の新設は変更契約の形をとるが、そ
の際、法律で議会の議決を経ることが義務づけられて
いる。
＊７ ひらかた健康ほっとライン 健康や医療の悩
みを無料で 時間 日相談できる、市民を対象とし
たフリーダイヤル電話相談のこと。
医師や保健師、看護師などの専門職が、一般的な健
康相談だけでなく、出産・育児、介護、メンタルヘル
スに関する相談などに応じる。

＊８ 市民後見人 認知症や知的・精神障害などの理
由で、財産管理や契約等の法律行為を行うことが難し
い場合に、本人を代理するなどの支援を行う成年後見
人のニーズの高まる中、身近な市民がその新たな担い
手となること。市は、府社会福祉協議会と連携し、市
民後見人養成講座を開催しており、講座修了者は、市
民後見人バンクに登録され、家庭裁判所から成年後見
人として選任されると、他の専門職等による成年後見
人と同じ権限が与えられる。

＊９ 就労準備支援事業 生活困窮者自立支援法に基
づき、生活保護に至る前の段階の自立支援を図るため、
就労に向けた準備が整っていない人に対し、支援プロ
グラムに沿って、一定期間、社会体験や就労の場など
を提供しながら、支援を行う事業のこと。
利用者の自立を、日常生活自立、社会自立および就
労自立の３段階でとらえ、個人の状況に応じた支援を
行っている。


